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（２） 情報教育部会（基礎） 

 

会長  柿葉 里砂（中村西中） 

副会長 廣瀬 一輝（中村西中） 

事務局 中村 洋介（県立中村中） 

 

１． 研究主題「授業のオンライン化を見据えた基礎知識の習得」 

 

２． 研究経過 

実施年月日 研究のあらまし 会場 備考 

令和２年 

８月１９日（水） 

四万十市教育研究会 夏季研修会 

内容：ロイロノート、動画作成等の手順について 

講師：山中 孝一指導主事（高知県教育センター） 

県立中村中 36名参加 

 

３．今年度の取り組み 

 今年度はコロナ渦ということもあり、先生方がどういった研修を望まれているかを集約することはで

きなかった。そこで昨年度の研修内容を踏まえ、夏季研修会では高知県教育センターの山中孝一指導主

事をお招きし、ロイロノートや動画作成の基本的操作を研修していただいた。事前アンケートでは多く

の先生方が「知らない」と答えたソフトであったが、研修が進むにつれて理解が深まった。授業のオン

ライン化が進んでいく可能性も高まっており、非常に有意義な研修となった。 

 

４． 令和２年度 四万十市教育研究会 夏季研修会 

＜参加者からの意見・感想＞ 

・生徒がタブレットを用いて効果的に学習が進められるよう、自分自身も今回の研修を生かしていきた

いと思います。 

・自分自身もオンライン化していかなくてはいかないと感じた。 

・オンデマンド研修でパワーポイントを使用した動画を見たことがあったので、作成のやり方を知るこ

とができてよかったです。初めてロイロノートのことを知りましたが、実際に操作してみることで理

解が深まりました。 

・普段の授業やコロナ等での臨時休業で生かせそうなことがわかりました。 

 

 

５．今年度の成果と課題 

＜成果＞ 

・これからのオンライン化に向けてのきっかけとなる内容であった。 

・動画を作成したアップする基本動作を学ぶことができた。 

＜課題＞ 

・講師との打ち合わせをしてから会場設置ができれば良かった。（パソコン室に必要なソフトが入って 

 いないなどなどの状況が発生したため。） 

 


